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古
事
記
ゆ
か
り「
話
の
神
さ
ま
」

売
太
神
社
（
大
和
郡
山
市
）

莢莢

莢莢

売
太
神
社
の
拝
殿
‖
大
和
郡
山
市
稗
田
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
大
和
郡
山
市
稗
田
町
３
１
９

（
祭
神
）
稗
田
阿
礼
命

天
宇
受
売
命

猿
田
彦
神

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
郡
山
駅
か
ら
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
（

台
、
無
料
）

（
電
話
）
０
７
４
３
・

・
４
６
６
９

売
太
神
社
は
、
稗
田
環
濠

集
落
（
大
和
郡
山
市
指
定
史

跡
）
の
東
南
部
に
鎮
座
し
ま

す
。
平
安
時
代
の
延
喜
式
神

名
帳
に
掲
載
さ
れ
る
式
内

社
で
、
稗
田
阿
礼
命
、
天

宇
受
売
命
、
猿
田
彦
神
の

３
柱
を
祭
る
古
社
で
す
。

こ
の
地
に
は
古
代
、
天
宇

受
売
命
を
祖
と
す
る
猿
女
君

の
一
族
が
居
住
し
、
祖
神
を

祭
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、

そ
の
一
族
の
末
裔
が
稗
田
阿

礼
で
す
。

阿
礼
は
天
武
天
皇
に
舎
人

と
し
て
仕
え
、
抜
群
の
記
憶

力
を
も
っ
て
「
帝
紀
」
「
旧

辞
」
を
誦
み
習
わ
し
た
こ
と

で
名
高
く
、
の
ち
の
７
１
２

（
和
銅
５
）
年
に
太
安
万

侶
が
こ
れ
を
書
き
記
し
た
の

が
日
本
最
古
の
歴
史
書
で
あ

る
「
古
事
記
」
で
す
。

毎
年
８
月

日
に
行
わ
れ

る
「
阿
礼
祭
」
は
、
１
９
３

０
（
昭
和
５
）
年
、
児
童
文

学
者
で
、
童
謡
「
夕
や
け
小

や
け
」
を
作
詞
し
た
久
留
島

武
彦
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に

匹
敵
す
る
「
話
の
神
さ
ま
」

は
稗
田
阿
礼
が
最
も
ふ
さ
わ

し
い
と
、
全
国
の
童
話
作
家

に
呼
び
か
け
て
は
じ
ま
っ
た

祭
り
で
す
。
以
降
、
毎
年
途

切
れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
、

２
０
２
３
年
で

回
目
を
迎

え
ま
す
。

当
日
は
拝
殿
で
舞
姫
に
選

ば
れ
た
女
性
に
よ
る
「
稗
田

の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
、
続
い

て
境
内
で
地
元
の
平
和
校
区

の
幼
稚
園
・
小
学
校
に
通
う

女
児
が
浴
衣
と
花
笠
姿
で
、

「
阿
礼
さ
ま
音
頭
」
や
「
阿

礼
さ
ま
祭
子
ど
も
の
歌
」
な

ど
を
奉
納
し
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

森
田
康
義
）


